
令和 8年度 市民活動協働サポート事業不採択理由 

定員の都合上、今回は惜しくも採択には至りませんでしたが、相模原の地域課題解

決に向けた素晴らしい企画ばかりでした。今後の活動への期待を込めて講評を公開

いたします。 

 

• NPO法人 Red Look（80点）： 

ボランティアの定着や若い世代との接点不足という団体運営の共通課題に対

し、ICTツールやコミュニティ運営のノウハウを活かしてアプローチする姿勢は

非常に有意義でした。イベント後も継続するネットワーク形成を目指す視点も

素晴らしく、採択まであと一歩という極めて高い評価でした。 

 

• AKJ.Commu（78点）： 

ポジティブ心理学を用いて市民の幸福度を高め、新たな地域活動の担い手を

獲得するというアプローチは斬新で明確な仕組みが描かれていました。同団

体の「伝える技術向上講座」が 2位で採択されたため、相対的なバランスを考

慮し今回は次点となりました。 

 

• さがみはら４R連絡会（71点）： 

ごみの資源化・減量化という相模原市の喫緊の課題に対し、クリスマスイベン

トを通じて親子へ楽しく周知・啓発する地域に根差した企画でした。環境特化

施設との協働ストーリーも具体的であり、今後の自立的な展開が期待されま

す。 

 

• ひとだから～Notice our humanrights～（70点）： 

いじめや自殺問題、現代の人権侵害をテーマに扱い、思いやりのあるまちづく

りを目指す大変意義深い企画でした。今回は、広報や集客に向けたより具体

的なアプローチの面で一歩及ばず、惜しくも採択には至りませんでした。 

 

• ふる里の夢みのり（67点）： 

オルタナティブ教育や新しい地域づくりの視点から、子どもたちや市民に安心

を届けようとする熱意あふれる応募動機でした。しかし、提出書類に一部未記

入の不備があり、実施時期や予算経費が「未定」であったため、実現可能性

の審査において点数が伸び悩む結果となりました。 

 

以上 


